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本校通学区域のすべての市町村との連携を目指して 

 

帯広盲学校には、右図のように通学区域の中に、45 の市町村があります。

昨年度は、コロナ禍前の令和元年度以来となる、全市町村との連携を行うこと

ができました。保健師との連携は１００％達成し、各市町村の発達支援センタ

ー、教育委員会、幼稚園・保育所の職員との連携ができた市町村も 

多くありました。 

 この北海道帯広盲学校支援部だより「Connect」は、 

「つながろう・つなげよう」をテーマに、昨年度は 

主に、３歳児健診に導入が進んでいる屈折検査に 

ついて、各市町村の導入状況や実施する上での 

課題について情報発信し、各市町村担当者の 

皆様と共有してきました。 

今年度も、屈折検査については、多くの市町村と 

直接的・間接的にかかわって参りますが、有益な情報に 

ついて積極的に発信していきたいと考えております。 

さらに、上川管内の一部（富良野市・南富良野町・占冠村） 

と道東地域の視覚障がい教育のセンター校として、また、見えにくさのある 

お子様の相談機関としての役割が発揮できるように、今年度は「乳幼児教育相

談」ができる体制を整えました。このことについては、後日、本校の乳幼児教

育相談通信「めぇめぇ～」にて、情報発信したいと思っております。                      

 

 

 

  

【ミニ知識】 下図は、北海道立特別支援教育センター主任研究員、楢山正太氏が作成した「全道に

占める通学区域の割合」です。帯広盲学校は、２６８９８㎢ の面積で道内一番の広さになっていま

す。 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度の帯広盲学校の教育相談実施状況について、下図にまとめました。 

令和３年度と比較すると「相談者数（居住地別）」が、「45人」から｢98 人｣と倍増しています。 

「相談者数（教育段階別）」では、0 歳～５歳までの乳幼児相談の割合が増えています。             

令和５年度も引き続き積極的に教育相談に取り組んでいきたいと考えています。  （文責 土屋） 

 


